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論 文 内 容 要 旨
新 しい知識 を獲得 す る時 に,そ のテーマに関 して興味 や好奇心 を持 つ きっか けとな る興 奮を得
たこ とは,誰 もが経験 した ことがあ るだ ろう。 本研究 では,こ の興 味や好奇心 を持 つ きっか けと
な る興奮 を知 的興奮 と し,知 的興 奮の脳機能モ ジュールを解明す ることを 目的 と した。
被験者 に様 々な分野 の知識 を視覚刺激 として文章 で提示 し,既 知 未知判断 を行 わせ・ その時 の
脳 活動をfunctionalmagneticresonanceimaging(以 下fMRI)を 用 いて計測 した。fMRI撮
像 後,質 問紙 を用 いて各知 識 に対 して どの程度 の興 味を持 ったかを評価 させ た。 本研究 では この
興味 の大 き さを知的興奮 の人 きさ として解析 を行 った。被験者 の既知未知判 断の結果 を もとに,
全刺激 を2条 件(既 知/未 知)に 分類 し,そ れ ぞれ の条件 にお け る知 的興奮 の大 き さと正相 関す
る脳活動 を持つ領域 を統計検定 によ って同定 した。
新 しい知識 を獲得 す る時に起 こる知的興奮 の大 きさと正相関す る脳活動 が,右 側頭極 と左海馬 ・
海馬 傍回 に認 め られ た。 また,fMRI撮 像後1時 間後 に実施 した記憶 テ ス トで,再 生 されな かっ
た刺 激だ けを用 いて解析 した ところ,同 じ領域 に統計 的 に有意 な活 動が認 め られた。 従 ってこれ
らの領域 におけ る脳活動 は記憶 再生の成否だ けで は説 明す る ことがで きず,少 な くと も知 的興奮
と関係が ある事 が確認 された。
側 頭極 は,様 々な情報 を結合す る働 きを持 ってい ることで知 られ てい る。 また情報 を結 合 させ
て感情 を導 くことに も関与 してい る。海馬 は2つ 以 上 の ものの組 み合わせが新 しい時 に活動 し,
その関係 を記 銘す る働 きを担 って お り,海 馬傍 回は馴染 みのあ る ものに反 応す る ことが知 られて
いる。以上 の ことか ら,本 研究 において,新 しい知識 を獲 得す る ときの知 的興奮 は,側 頭極 と海
馬 ・海馬 傍回が関与 して い ることが明 らか にな り,知 的興 奮 は独立 した既 存知識 を連 合 させ る こ
とに関 わ って いる可能 性が推測 された。
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審 査 結 果 の 要 旨
新 しい知 識を獲得 す る時 に,そ のテーマ に関 して興 味や好奇心 を持つ き っか けとな る興奮を得
る ことは 日常的 に経 験 され る。 この興奮 に関す る研 究は,心 理学 的 に も脳 科学的 にもほとん ど進
め られ ていな い。 この研究 では,興 味や好奇心 を持 つ き っか け とな る興奮 を知 的興奮 と定義 し,
知 的興奮 の脳機能 モ ジュールを,脳 機能イ メー ジングを用 いて解 明す る ことを 目的 と している。
実験 では,被 験者 に事前 に心理 実験 によ りス ク リーニ ング した様 々な分野 の知識を,視 覚刺激
と して 文 章 で 提 示 し,既 知 未 知 判 断 を 行 わ せ た。 そ の 時 の 脳 活 動 をfunctionalmagnetic
resonanceimaging(以 下fMRI)を 用 いて計 測 した。fMRI撮 像後,質 問紙 を用 いて各知識 に
対 して どの程 度の興 味を持 ったかを評価 させ た。本研 究で はこの興 味の大 き さを知的興奮の大 き
さ と して解 析を行 った。各被験 者 の既知未知判 断の結果 を もとに,全 刺激 を2条 件(既 知/未 知)
に分類 し,そ れぞれ の条件 におけ る知 的興奮 の大 き さと正 相関す る脳 活動 を持 つ領域を統 計検 定
によ って 同定 した。 その結果,新 しい知 識を獲得す る時に起 こる知 的興奮 の大 き さと正相 関す る
脳 活動 が,右 側頭 極 と左海馬 ・海 馬傍回 に認 め られ た。 また,fMRI撮 像後1時 間後 に実施 した
記 憶 テ ス トで,再 生 されなか った刺激 だけを用 いて解析 した ところ,同 じ領域 に統計 的 に有意 な
活動 が認 め られた。従 って これ らの領域 にお ける脳活動 は記憶再生 の成否 だけでは説 明す ること
がで きず,少 な くと も知的興奮 と関係 があ る事が確認 された。
本研究 において,新 しい知識 を獲得す る ときの知的興奮 は,側 頭極 と海馬 ・海 馬傍 回が関与 し
てい る ことが世 界で初 めて明 らか にな った。 本研究 は,知 的興奮 は独立 した既存知識 を連合 させ
るこ とに関 わ ってい る可能性 を指摘 した もので あ り,将 来 的 に新 しい教 育 ・学習手法 の開発 に役
立 つ知識 を人類 に与 え るもので あ る。
よ って,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 め る。
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